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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針

（１）被害の現状（令和元年度）

（２）被害の傾向

（３）被害の軽減目標

対象鳥獣 イノシシ、ニホンジカ、ニホンザル、ハクビシン、

カラス、アライグマ、ヌートリア

計画期間 令和３年度～令和５年度

対象地域 山県市全域

鳥獣の種類 被害の現状

品 目 被害数値

イノシシ 稲、野菜、イモ類 1.6ha 148千円

ニホンジカ 稲、野菜 3.7ha 94千円

ニホンザル 野菜、果樹、イモ類 6.8ha 300千円

ハクビシン 野菜、果樹 1.5ha 34千円

カラス 野菜、果樹、豆類 3.7ha 48千円

アライグマ 野菜 0.5ha 7千円

ヌートリア 稲、野菜 2.3ha 45千円

山間部では、イノシシ、ニホンジカ及びニホンザルによる農林産物に対す

る被害が多数発生しているほか、イノシシによる農地や水路及び道路法面の

破壊被害が発生しており、それらは全て年々増加する傾向にある。平野部で

も、山際の地域では、イノシシ、ニホンザルによる農林産物の被害が増加し

ている。また、アライグマやハクビシン等の小動物による家庭菜園被害やヌ

ートリアによる水稲への被害も多数みられる。

指 標
現状値（令和元年度） 目標値（令和５年度）

面 積 金 額 面 積 金 額

イノシシ 1.6ha 148千円 1.8ha 120千円

ニホンジカ 3.7ha 94千円 2.8ha 68千円

ニホンザル 6.8ha 300千円 4.5ha 210千円

ハクビシン 1.5ha 34千円 1.0ha 21千円

カラス 3.7ha 48千円 2.6ha 33千円

アライグマ 0.5ha 7千円 0.3ha 5千円

ヌートリア 2.3ha 45千円 1.4ha 30千円



（４）従来講じてきた被害防止対策

（５）今後の取組方針

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項

（１）対象鳥獣の捕獲体制

従来講じてきた被害防止対策 課題

捕獲等に

関する取

組

有害鳥獣団体捕獲により市猟

友会の捕獲隊が捕獲に従事して

いる。

また、広報紙やホームページ

等で被害者自身が有害鳥獣個人

捕獲をできることを周知してい

る。

市猟友会員は微増しているが

被害地域は広範囲にわたり全て

の農業被害に対応できていない。

また、個人捕獲は捕獲物の処分

が難しいため捕獲申請を行う市

民が少ない。

防護柵の

設置等に

関する取

組

市単独の助成制度及び国交付

金を活用して住民自らの施工に

よる防止柵の設置を推進してい

る。

全ての鳥獣に対応するような

完全な防止柵はまだ開発されて

おらず、防止柵を設置した場所で

も被害を軽減することはできて

もゼロにすることが難しい。

また、未設置の場所では設置場

所から移動してきた鳥獣により

新たな被害が発生している場合

もある。

・自己防衛意識を高めるため、追い払い及び防止柵設置をすすめる。

・個人捕獲を推進する。

・行政、猟友会、農業者等が連絡を密にすることにより、被害報告受理後

迅速かつ効率的な捕獲を行う。

農業者などの有害鳥獣被害者及び自治会長連名の捕獲依頼書の提出を受

けて、被害状況を確認する現地調査を行う。被害が大きく捕獲が必要となっ

た場合には、「有害鳥獣団体捕獲」として捕獲許可をし、猟友会で組織する

捕獲隊に従事を依頼する。



（２）その他捕獲に関する取組

（３）対象鳥獣の捕獲計画

年度 対象鳥獣 取組内容

令和２年度

～

令和５年度

イノシシ

ニホンジカ

市や市鳥獣被害防止対策協議会等が所有

する大型の箱わなを効率的に活用し捕獲を

推進すると共に狩猟免許取得に助成を行い

狩猟者の確保に努める。

令和２年度

～

令和５年度

アライグマ

ヌートリア

ハクビシン

市や市鳥獣被害防止対策協議会等が所有

する小型の箱わなを効率的に活用し捕獲を

推進すると共に狩猟免許取得に助成を行い

狩猟者の確保に努める。

令和２年度

～

令和５年度

ニホンザル

カラス

ニホンザル用の囲いわなやカラス用の箱

わなでの効率的な捕獲を実施すると共に出

没及び被害情報等に基づき緊急に捕獲隊が

出動できる体制を整備する。

捕獲計画数等の設定の考え方

◎イノシシ

ＣＳＦ（豚熱）で頭数が激減しているが被害があるため捕獲を行う必要

がある。

◎ニホンジカ

市内全域で被害が増加傾向にあり有害捕獲だけでなく個体数調整など

積極的な捕獲を行う必要がある。

◎ニホンザル

最近は南部地域でも目撃、被害情報が多くなり被害が市内全域に広がっ

ている。囲いわなによる効率的な捕獲を実施すると共に出没情報等に基づ

き捕獲隊が銃器による緊急捕獲に出動する体制を整備する。

◎ハクビシン

一回の被害は軽微であるが市内全域に広がっているため箱わなによる

積極的な捕獲が必要である。

◎カラス

出没や被害情報等に基づき捕獲隊が銃器による緊急捕獲に出動する体

制を整備すると共に、被害が常在化している場所では箱わなによる効率的

な捕獲を実施する。

◎アライグマ

農作物等被害は軽微であるが住宅内に棲み着き、生活環境が悪化するな

どの被害は増加傾向にある。外来生物の防除計画に従い計画的に防除を進

める。



（４）許可権限委譲事項

◎ヌートリア

完全な排除が困難なため捕獲を実施しても地域によっては時期が来る

と毎年被害が繰り返されている。外来生物の防除計画に従い計画的に防除

を進める。

【鳥獣の捕獲実績】

H２９ H３０ R１

イノシシ １７９ ２２６ ２１

ニホンジカ ５４７ ６２６ ７１３

ニホンザル ４２ ３４ ３０

ハクビシン ４６ ８８ ５２

カラス ６３１ ３１５ １５５

アライグマ ３３ ２２ ２０

ヌートリア ４６ １２ ４２

対象鳥獣
捕獲計画数等

令和３年度 令和４年度 令和５年度

イノシシ １００頭 １００頭 １００頭

ニホンジカ ６００頭 ６００頭 ６００頭

ニホンザル ５０頭 ５０頭 ５０頭

ハクビシン ７０頭 ７０頭 ７０頭

カラス ２００羽 ２００羽 ２００羽

アライグマ ４０頭 ４０頭 ４０頭

ヌートリア ４０頭 ４０頭 ４０頭

捕獲等の取組内容

・市内全域において猟友会の協力を得て積極的な捕獲を実施する。

・住宅地域などでは、箱わなを使って捕獲を実施するとともに、追い払い等

の対策を進める。



４．防護柵の設置その他の対象鳥獣の捕獲以外の被害防止施策に関する事項

（１）侵入防止柵の整備計画

（２）その他被害防止に関する取組

５．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項

（１）関係機関等の役割

対象地域 対象鳥獣

該当なし 該当なし

対象鳥獣

整備内容

令和３年度 令和４年度 令和５年度

イノシシ

ニホンジカ

ニホンザル

ハクビシン

アライグマ

ヌートリア

市単事業、国交付金

による柵設置延長

の総計

9,500ｍ

市単事業、国交付金

による柵設置延長

の総計

9,500ｍ

市単事業、国交付金

による柵設置延長

の総計

9,500ｍ

年度 対象鳥獣 取組内容

令和３年度

～

令和５年度

イノシシ

ニホンジカ

ニホンザル

ハクビシン

カラス

アライグマ

ヌートリア

防止柵の設置には助成制度があること、

エサとなるようなものを集落内に放置しな

い、こまめに追い払いを実施するなど地域

ぐるみでの自己防衛が大切であることを広

報紙やホームページ等で周知する。

関係機関等の名称 役 割

山県市 関係機関との協議、捕獲方法の決定

山県警察署 周辺住民の安全確保の方法、銃器使用の是非の検討

岐阜地域環境室 捕獲方法、放獣先の検討

山県市猟友会 銃器・わなの手配、必要な人員の確保の検討



（２）緊急時の連絡体制

６．被害防止施策の実施体制に関する事項

（１）協議会に関する事項

（２）関係機関に関する事項

（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項

協議会の名称 山県市鳥獣被害防止対策協議会

構成機関の名称 役 割

山県市 協議会の運営、各機関との連絡調整

自治会連合会 被害状況の把握、情報提供

山県市猟友会 有害鳥獣に対する専門知識、捕獲体制への助言

ぎふ農業協同組合 被害状況の把握、情報提供

岐阜県 野生イノシシの豚コレラまん延防止対策

関係機関の名称 役 割

山県市農業委員会 各地区の被害状況の把握、各地区の意見の集約

岐阜中央農業共済組合 被害状況の把握、情報提供

岐阜中央森林組合 被害状況の把握、情報提供

岐阜地域環境室 有害鳥獣の捕獲に係る助言

現在は山県市猟友会駆除隊による捕獲を実施しているが今後、鳥獣被害対

策実施隊の設置について検討する。

（開庁時）

山県市農林畜産課（情報無線の対応）

山県警察署生活安全課（２２－０１１０）

岐阜市消防本部山県消防署（２２－０１１９）

山県市学校教育課

山県市福祉課

（閉庁時）

山県市役所宿日直

山県市消防本部（２２－０１１９）（情報無線の対応）

山県市農林畜産課 課長・担当者

山県警察署生活安全課（２２－０１１０）

山県市学校教育課 担当者

山県市福祉課 担当者

出没地区の山県市猟友会支部長

出没地区の自治会長



（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項

７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項

８．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項

なし

・猟友会が捕獲した鳥獣は埋設又は焼却し適切に処分している。

・個人が捕獲した鳥獣は、個人による埋設又は専門業者による適切な処分を

行っている。

・学術的な研究及び保護が必要な場合には関係機関と協議する。

なし


